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直 接 経 費 間 接 経 費 合 計
平 成 1 5 年 度 6，800，000 0 6，800，000
平 成 1 6 年 度 2，900，000 0 2，900，000
平 成 1 7 年 度 2，900，000 0 2，900，000












Applied Pyrob，Sis，73，1397144（2005），ToshiakiYoshioka，Tomohiko Handa，Guido Grause，
ZhigangLei，Hiroshilnomata，TadaakiMizoguchi
5）Selectjve Production of Benzene and Naphthalene from Poly（butylene terephthalate）and
Poly（ethy．enenaphthalene－2，6－dicarboxylate）byPyrolysisinthePresenceofCalciumHydroxie，
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ConditionlHeatm．（20min） 600 0．5 0．75
800 0．5 0．87
1000 0．6 0．97
Condition2He－02（20min） 600 72．7 119．83
800 38．4 63．38
tOOO 1．6 2．57
Condition3He（20min），He－02（20min） 600 38．2 62．70
800 37．2 61．08
1000 0．9 1．40
Condition3He（20min），He－02（5mi n） 600 6．3 20．88
800 2．4 7．78
0．521000 0．2
ppm＝mg／1
Environmentalstandard；0．05ppm
ここで環境基準値への適合について検討する．最も溶出を抑制した条件の　He
雰囲気の場合でも、基準値の約15～20倍の値となった．これについては、還元剤
として用いたプラスチック使用量を今回よりも多く加えることで解決できると
考えられる．また、処理温度についても従来の1100℃に比べ低温で処理している
ので、実際には油分回収後に1100℃で処理することによりクロム鉱梓の還元・安
定化は達成できると考えられる．よって、実際にクロム鉱梓を処理する場合には
廃プラスチックはFig．3．6に示すようなプロセスで利用できると考えられる・クロ
ム鉱梓，オイルコークス及びケイ砂とともに廃プラスチックを混合することによ
り、オイルコークスの使用を軽減でき、一段階目の還元処理で油分を回収できる・
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この段階でクロム鉱揮中の6価クロムの大部分は還元できる．更にもう一段階の
高温プロセスを踏めば、クロム鉱梓を還元・安定化できると考えられる．
クロム鉱津　　　10000C
クロム鉱津の排出 オイルコークス
ケイ砂　　′
ヽ
◆鉱淳中の6価クロムの大部分を還元
混合・造抱
擁プラスチック
????。?
ヽ
安定化
油分の回収
Fig・3・6Processnowofreducingandstabi）izingchromateleachingresiduewithmixedwaste
plastics
24
4．結言
4．1クロム鉱浮の還元・安定化
今回行った実験条件では、He雰囲気の場合に　600～1000℃においてクロム
鉱梓からの6価クロムの溶出を未処理の場合の約0．5％まで低減できることが明
らかとなった．また、酸素混入条件では1000℃の場合に1．6％以下に低減できるこ
とが明らかとなった．酸素混入条件の600，800℃では溶出率は高く、十分に低減で
きなかったが、原因としては一度還元された後の再酸化が考えられる．しかし、
更にもう一段階の高温プロセスを踏めば、クロム鉱梓を還元・安定化できると考
えられる．
4．2　油分（液体生成物）の回収
脱塩素済み廃プラスチックにクロム鉱梓を混合した場合でも、熱分解に及ぼす
影響は認められなかった．今回の実験条件では液体生成物収率は　28～45［C％】に
達した．また、ベンゼン及びナフタレンは高温で、スチレンは低温で選択的に回
収できることを明らかとなった．特にベンゼンは酸素混入量が多い場合に選択的
に得られることを明らかとなった．
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